
厳寒の候、貴施設におかれましては益々ご繁栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、当院の運営にご理解とご助力を賜り、また、多数の患者様をご紹介いただき、厚く御礼申し上げます。
このたび、東海大学医学部付属八王子病院医療連携ニュース2023年2月号を発行いたしました。
先生方が、ますます当院との医療連携を深めていただく、一助となれば幸いです。

患者支援センター長 小田真理、 医療連携室長 角田隆俊
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尿路結石診療における当科の取り組み

当科では現在5名の常勤医と3名の非常勤医師によって診療を担当しています。扱う
疾患は腎癌や膀胱がん、前立腺癌といった泌尿器科癌から前立腺肥大症や過活動膀
胱などの排尿障害をきたす疾患、副腎腫瘍や尿管狭窄症などの良性疾患まで多岐に
わたっています。新しい薬物療法も積極的に導入し、また手術治療も従来の尿路内視
鏡手術、腹腔鏡下手術に加え顕微鏡下手術（精索静脈瘤）や尿路再建手術などにも取
り組んでおり良好な治療成績を修めています。
特に最近は近隣からのニーズに応えるべく尿路結石診療に力を注いでおります。当院
には最新の体外衝撃波結石破砕装置から、内視鏡手術時に用いるレーザー破砕装置、
超音波破砕機、圧縮空気破砕装置まで結石治療に関するほぼ全ての機器が揃ってい
ます。当院の医師は手技に習熟しており、周囲組織と癒着している尿管結石など難易
度の高い症例も安全に手術を遂行しています。またサンゴ状結石と呼ばれる腎結石や
大きな尿管結石にはＥＣＩＲＳという経皮・経尿道同時内視鏡手術を実施しています。こ
れは背部の瘻孔と尿道から逆行性にそれぞれ内視鏡を腎盂内に挿入し、2方向から結
石破砕を行う新しい方法です。

東海大学医学部付属八王子病院
腎泌尿器科医長 教授 座光寺秀典 医師

【専門分野】

副腎腫瘍、排尿障害、泌尿器腹腔鏡下手術、尿路再建治療

【専門医・認定医】
日本泌尿器科学会指導医・専門医、日本泌尿器内視鏡学会認定腹腔鏡技術認定医、

日本内視鏡外科学会技術認定医（泌尿器腹腔鏡）、日本内分泌甲状腺外科学会専門医、
日本ロボット外科学会ロボット手術認定医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医

2名から3名の熟練医を要するため導入している施
設は多くありませんが、当院では2020年より本術式
を開始しこれまで40症例近く実施してきました。当初
は時間を要する症例もありましたが、最近では手術
時間も短縮され成績も向上しています。
当科では尿路結石症のみならず泌尿器科疾患全
般において質の高い医療サービスを提供できるよう
に努めております。ご遠慮なくご紹介していただけま
すと幸いです。



医療連携室からのお知らせ
当院では、午前8時から11時までに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわらず診療いたします。（一
部の診療科を除く）
ご紹介におかれましては、紹介状を作成いただき、当日に持参いただければ幸いです。なお、従来の事前予
約による診療も行っております。

医療機関専用ダイヤル 042-639-1114 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30

医療機関専用ファックス 042-639-1115 24時間対応 ＊受付時間以降の受信は、翌日対応となります。

一般ダイヤル 042-639-1111(代表) 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30

診療受付時間：月曜日～金曜日、第2・4・5土曜日 8：00～11：00
休診日：日曜日・祝日、第1・3土曜日、11月1日（建学記念日）、12月29日～1月3日

当院の乳腺外科における取り組み

東海大学医学部付属八王子病院
乳腺外科医長 講師 齋藤雄紀 医師

【専門分野】
乳腺・甲状腺疾患の診断・手術・薬物療法、緩和支持療法

【専門医・認定医】
日本外科学会指導医・専門医、日本乳癌学会乳腺指導医・専門医、
日本超音波医学会超音波指導医・専門医、
日本臨床腫瘍学会がん薬物療法指導医・専門医、検診マンモグラフィ読影認定医、
日本消化器病学会専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、リンパ浮腫療法士

当科は地域に根差した「For the patient」の治療を
目指し、乳腺疾患・甲状腺疾患の診断から手術、薬
物治療、また再発時の治療、診断時からの緩和治
療まで、一貫して私どもが主治医となり、ご紹介下さ
いました患者さんが「当院で検査、治療をうけて良か
った」と言っていただけるように努力してまいります。
今後ともご紹介を何卒よろしくお願い申し上げます。

平素大変お世話になっております。現在、当科は乳腺専門医4名の常勤医で診療に当
たっています。当科の診療の中心は「乳癌」で、迅速な診断と的確な手術・薬物治療・放
射線治療、さらに緩和治療まで幅広い診療を行っています。乳癌は年間9万人以上が罹
患する女性の癌の中では最も頻度が高く、標準治療も日々変化し高い専門性が求めら
れる疾患の一つです。診断は、できるだけ初診当日に細胞診や針生検による組織診を
行い、迅速な診断を心がけています。乳癌手術は年間200例以上行っています。その内
容はセンチネルリンパ節生検、乳房温存手術などの低侵襲化を考慮しながら個々の状
況に対応するとともに、乳房切除時には形成外科医と連携し同日の乳房再建を積極的
に行っています。点滴による薬物治療は年間のべ1,000例以上行っています。手術前後
の初期治療と再発乳癌治療を全て日帰りで実施し、治療と患者さんの日常生活の両立
を実践しています。
乳癌診療以外には、「乳腺良性疾患」・「甲状腺腫瘍性疾患」・「甲状腺がん」の手術と
薬物治療、「原発不明がん」の薬物治療にも取り組んでいます。さらに診断時からの緩
和治療を積極的に導入し、患者さんが治療を受けながらより良い生活が送れるよう努力
しています。


